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A. 研究目的 

これまでの研究の報告により、ロドデノールに

対する感受性が患者によって異なっていること

が明らかとなっている。そこで、この感受性の違

いをもたらす原因を明らかにする。また、我々が

独自に開発した日本人皮膚モデルマウスにロド

デノールを塗布して作成したロドデノール白斑

モデルマウスを使用して病態解明を行う。 

 

B．研究方法 

脱色素斑を発症した患者、および健常人より

皮膚片を採取し、その皮膚片からメラノサイトと

ケラチノサイトをそれぞれ培養し、この培養細胞

を使用して感受性や免疫応答に関わる分子の

発現等を解析する。 

また、日本人皮膚モデルマウスにロドデノー

ルを塗布して作成したロドデノール白斑モデル

マウスの白斑解析を行い、病態解明を行う。 

 

（倫理面への配慮） 

 患者の試料を集めるために倫理委員会に研

究計画を申請して、承認を得ている。 

また、動物実験に関しては本学の動物実験委

員会により、承認されている。 

 

C．研究結果 

患者およびボランティアからの生検標本を使

用して免疫組織化学的な解析を行い、ストレス

応答に関する分子の発現を解析した。その結果、

患者群では、グルタチオン合成系の遺伝子発現

誘導が健常人に比べ、低下している結果が得ら

れた。 

モデルマウスの解析では、白斑形成、ならび

に色素再生に細胞接着分子がかかわっているこ

と、また、紫外線と VitD3 軟膏は色素再生増強

作用があること、色素再生が認められた部位に

も認められない白斑部もメラノサイトの遊走は認

められた。 

 

D．考察   

ロドデノール感受性は、グルタチオン合成系の

遺伝子発現が関わっていることが示唆された。 

RD 脱色素斑モデルマウスを使用した本研究に

より紫外線やVitD3軟膏は、ロドデノール白斑に対

して有効な治療法になりうることが示された。 

 

E．結論 

患者からの試料とモデルマウスからの試料を使

研究要旨： 
ロドデノールに対する感受性の違いを決定している因子を明らかにする目的で患者試料を収集し

て現在解析している。また、ロドデノール白斑モデルマウスを使って病態解明を行い、細胞接着分子

の関連性が疑わる結果が得られ、現在さらに解析中である。 
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って、多面的に病態解明を行った。 

 

F．健康危険情報 

なし 
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